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院実習での看護実践に対して、その学習達成度を評価した。演習は 75 名、実習は 76 名の学生
を対象に、3 段階尺度による評価をした。
【結果】小テストの産褥期の看護の問題は、約 7 割が 80％以上の正答率であった。「実習に向けた自己学
習」は、受講後の方が受講前に比べ有意に得点が高かった (p<.05)。演習・実習の評価では、「で

























































































































えた自作の小テストを計 10 回（各回 5問）実施し
た。そのうち、産褥期の看護に関する問題は合計
13 問で、国家試験出題基準の産褥期に関する 7項









































































































　小テストは 76 名、講義アンケートは受講前 78







正答率を表 2 に示した。正答率が 80％以上の問
















退行性変化 1 92.4 92.4
進行性変化 1 51.5 51.5
褥婦の心理 2 80.9 98.5 89.7
褥婦の日常生活とセルフケア 2 95.5 99.2 97.4
親役割への支援 2 93.4 67.6 80.5
周産期の異常と看護（産褥の異常と看護）
帝王切開術後 3 94.1 60.0 77.0 77.0
死産、障害をもつ新生児を出産した親 2 100.0 100.0 100.0
全………体 13 　 84.1
表3　受講前後での学生の評価（母性看護援助論Ⅰ）
項目…注1) 時期 n median mean SD 割合(％)…注2) p値…注3)
実習への意欲
受講前 78 4.0… 4.06 0.84 82.1
n.s
受講後 76 4.0… 4.03 0.86 77.6
実習に向けた自己学習
受講前 78 2.0… 1.85 0.79 3.8
p<.05
受講後 76 2.0… 2.24 1.04 14.5
講義での学習を実習に役立て
たい
受講前 78 5.0… 4.85 0.40 98.7
n.s











































表4　褥婦の診察技術に対する学生の他者評価（演習）      n=75
評価項目 1:努力が必要
2:大体












































































































































































識）」（86.5%）以外の 15 項目で 9割を超えていた。
同様に教員の評価では、「評価に基づく看護計画
の修正」（86.9％）、「看護実践の評価」（88.2％）以





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































p.149,…p.218).…東京 : 医学書院 .
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